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(1) パソコン寺子屋は菊川市１％地域づくり活動の団体の中の一事業であり、活動は

ボランティアで行う。

(2) 受講対象者は、趣味や日常生活にパソコンを取り入れて活用したい中高年者とし、本

講座でパソコン操作や知識を楽しく習得して、快適な生活に役立てるための支援となること、

また本講座を通して人の輪が広がることを目的とする。

(3) 家の中に引きこもりがちな方が外に出て楽しむことができる地域での交流の場が必要です。

寺子屋は、他の教室とはひと味違うユニークな授業手法を取り入れており、常に活気があり、

明るさと和気あいあいの雰囲気で受講している。

それを実現するために下記のよ うな対策及び改善を実施している。

①画面と操作の共通化を図り、授業を理解しやすくする。

②ノートPCが快適化、ハードウェアの高速化と教材に必要なソフトウェアのインストール

③教室の受講環境の整備

④受講生に適した指導方法

ここは、菊川市コミュニティ協議会の本来の趣旨である地域づくりの交流の場となり、認知症

予防にもなります。

(2) 開催回数

本年度より通常授業のみ、申込者の岩礁と受講者の高齢化によりを閉講といたしました。

特別授業とサークル勉強会は継続して開催しております。

開催回数は、ほぼ計画通りとなりました、

(3) 参加者数

特別授業は、高齢の影響で参加者数が激減しましたが、サークル勉強会は逆に増加しておりま

す。
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5. 成果と効果

① 本年度より通常授業を閉講としました。 理由は、新規申込者の減少と、高齢者への夜間帯の交通事故予防です。 

現在、通常授業を受講している受講生は特別授業への受講に移動して頂きました。 

何人かの受講生は、授業を受けることができなくなりましたがやもおえません。 

又、受講生の高齢化とスマホへの移行等により、特別授業への参加者数が約半減しました。 

その中で、サークル勉強会のみ参加者数は現状を維持しております。 

② 参加者の減少により、参加費も約 30％減少しましたが、パソコン寺子屋の自主財源のみで運用しております。 

③ 講座の内容については今年は Word と Excel とも 1 つ１つの内容に多く時間を設け深く掘り下げた授業にしました。 

その効果もあり、受講者の理解度が従来より向上したように感じられます。 

上記のようにいろいろな対策や改善を行ってきましたが、今まで１7年も寺子屋の授業を継続できたのは、スタッフの皆様に助けら

れてきたからこそと思っております。 

この１7年間の間にも世の中の形態が年々変化してきております。 ①最近はパソコンよりも携帯を使う比率が大変多くなってきて

いる。 ②定年退職が７０～７５歳となり余生の過ごし方が変化している ③夜の講座は交通安全上避けたい等の要因により

入門者も著しく減少しているため、令和7年３月末で通常授業のみ閉講する事に致しました。 尚、特別授業とサークル勉強会

は従来通り継続して授業を行います。 

　　　　効　　　　　　　　　　　　　　　果 達成率 評価

①画面と操作の共通化とPCのチューニング

　教室ではプロジェクタを使用しての授業を行っているが、各受講生のOSの違いにより、画面と操作が大きく異るため、授業そ

のものが成り立たない、OS内の画面と操作を同一化にすることにより初めてが実現できた。

　また、ソフトウェアのチューニング(チューニング項目数41)を行った事により、PCが快適に且つ安全に動作するようになった。

②Office2019・2021へバージョンアップ

安価版のOffice2021(正規品)にInstallしたことにより、同一画面と操作で受講できるようになった。

③受講者PCのメンテナンス

日々発生する、受講者のPCの不具合を健全なPCに復旧させることにより、修得を妨げる要因を解消できた。

④寺子屋の運用費はすべて自主財源

　本年度も、寺子屋全ての運用費(機器類・原材料費・消耗品・事務用品)は自主財源(参加費)で充てることができた。

⑤プロジェクタの機能Up

　Wi-Fi対応でプロジェクタの表示切り替え速度が非常に早くなり、明るくきれいな映像になった。　また、Irojection活用によ

り指導の効率が格段にUPした

⑥ネットワークの内最適化

　・NAS最適化によりアクセス速度が格段に向上した。

　・APの速度安定、速度向上し、アクセス速度が前機種より約2倍向上した

⑦スタッフ研修会を開催

継続して実践的な研修会を行っているために、スタッフに実力が付き、質問者への解答を明解にできるようになってきており、ま

すますスタッフの実力がついた姿が随所に見えてきた。
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　　　　　　　　　　　実　　施　　事　　項 クラス名 新・継 計画 実績

①画面と操作の共通化とノートPCのチューニング

新規PC購入者にチューニング(不要なソフトの削除、ウイルス対

策ソフト及び教育に必要なのソフトのInstall)

②Office2019・2021へバージョンアップ

新規受講生で、PC内に古いバージョンのOfficeがInstallされて

いるPCは、安価版のOffice2021にバージョンアップ

③受講者PCのメンテナンス

受講者PCにハードまたはソフトウェアの要因で不具合が発生した

時は、寺子屋(塾長が)でそのPCを復旧（メンテナンス）

④寺子屋の運用費はすべて自主財源

参加費(300円/回)及び、チューニング代(2,000円/回)等を

運営費として活用

⑤プロジェクタの機能活用

ネットワーク経由で複数のPC画面を1つのプロジェクタに投影

⑥ネットワークの内最適化

・ネットワーク経由で利用できるデータの記憶領域を有効

　活用　(NAS(ネットワーク接続型ストレージ)）RAID0(2台以

上のHDDやSSDにデータを分割して同時に読み書きすること

で、速度を大幅に向上させる技術)を併用))の継続

・無線LANアクセスポイントの快適な無線通信にするのため、

 上位機種に変更した(メーカーYAMAHA)

⑦スタッフ研修会を開催

研修会で、指導方法の協議と各スタッフのスキルアップ

全クラス 継続
新規PC購

入者
8台

全クラス 継続
旧バージョ

ンのPC
10台

全クラス 継続 発生時 20台

全クラス 継続
運用費全

金額

運用費

全金額

全クラス 継続 開催時 99回

全クラス 継続 開催時 99回

スタッフ 継続 24回 21回

開催場所：　青葉台コミュニティセンター

受　講　名　称 対　　　象　　　者 開催頻度 受講期間 受　講　時　間 備　　　　考

①特別授業 受講生(初級者) 毎週(木) 無期限 9:00~12:00

②サークル勉強会 特別授業卒業者 毎週(火) 無期限 9:00~12:00 パソコンのフル活用

項　目 内　　　　　　　　　　容 クラス 計画 実績 評価

特別授業 3.0H✕4回 3.0H✕8回 ○

サークル 3.0H✕4回 3.0H✕8回 ○

特別授業 3.0H✕4回 3.0H✕9回 ○

サークル 3.0H✕4回 3.0H✕10回 ○

特別授業 3.0H✕2回 3.0H✕4回 ○

サークル 3.0H✕2回 3.0H✕4回 ○

特別授業 3.0H✕1回 3.0H✕2回 ○

サークル 3.0H✕1回 3.0H✕2回 ○

特別授業 3.0H✕3回 3.0H✕4回 ○

サークル 3.0H✕3回 3.0H✕4回 ○

特別授業 3.0H✕3回 3.0H✕4回 ○

サークル 3.0H✕3回 3.0H✕4回 ○

特別授業 3.0H✕2回 3.0H✕2回 ○

サークル 3.0H✕3回 3.0H✕3回 ○

⑧ ソフトのインストール インストール・アンインストールの実習 サークル 3.0H✕3回 3.0H✕2回 ○

動画の作成 ムービーメーカーで動画作成

判子作成

文書作成と整形、表・罫線・図

形・画像の入力、差し込み文書、

図形の書式

表示形式、条件付き書式、グラ

フ、関数ライブラリー、名前管理、

シートの保護、マクロ

YouTubeからVideoProcで動画

及び音楽をダウンロード

フォルダ・ファイルの作成・変更、ファ

イルの関連付け

住所録とデザインの作成

クリックスタンパーで判子作成と活

用の仕方

文書作成（Word）

表計算（Excel）

インターネットの活用

フォルダとファイル

年賀状作成（筆まめ）

⑥

⑦

①

②

③

④

⑤

計画 実績 比較 達成率 評価

特別授業 48 48 ±0 100.0% 〇

ｻｰｸﾙ勉強会 48 51 +3 106.3% 〇

合　　計 96 99 +3 103.1% 〇

計画 実績 比較 達成率 評価

特別授業 521 395 -126 75.8% ×

ｻｰｸﾙ勉強会 645 817 172 126.7% 〇

合　　計 1,166 1,212 46 103.9% 〇


